
上：親しき富士 （若山牧水『若山牧水歌集』）
下：徒然草 （兼好法師『徒然草』）

999

最高顧問

右：登樓淸嘯 （晋書　劉琨伝）
左：梁啓超の詩 （梁啓超）

最高顧問

調
和
体
も
毎
年
鈴
木
翠
軒
先
生
の
か
な
を

思
っ
て
書
い
て
い
る
の
で
今
年
も
そ
の
よ

う
に
し
て
み
ま
し
た
。

毎
回
六
朝
風
に
仕
上
げ
て
い
る
の
で

今
回
も
そ
の
よ
う
に
し
ま
し
た
。
今

の
力
を
ふ
り
し
ぼ
っ
て
書
い
て
み
ま

し
た
。

　

読
売
書
法
展
は
伝
統
と
古
典
に
基
づ
い
た
書
の
継
承
と
発
展
を
め
ざ
し
て
昭
和
五
十
九
年

（
一
九
八
四
年
）に
始
ま
り
ま
し
た
。出
品
約
一
万
四
千
点
、東
京
展
、関
西
展
、九
州
展
の
三
会

場
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
が
、今
回
の
第
三
十
九
回
展
に
は
、約
二
万
点
が
集
ま
り
、全
国

八
会
場（
東
京
、関
西
、中
部
、中
国
、四
国
、東
北
、北
海
道
、九
州
の
各
展
）を
巡
回
し
ま
す
。

　

読
売
書
法
会
の
発
足
以
降
、
書
壇
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
が
、「
本
格

の
輝
き
」を
標
榜
す
る
読
売
書
法
展
は
方
向
性
を
見
失
わ
ず
着
実
に
歩
み
を
進
め
、今
日
で
は

国
内
最
大
規
模
の
公
募
展
に
成
長
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、書
道
文
化
の
裾
野
を
広
げ
る
た
め
、前
回
か
ら
公
募
の
出
品
資
格
を
満
十
五
歳
以
上

に
引
き
下
げ
ま
し
た
が
、
今
回
も
高
校
生
を
中
心
に
若
い
世
代
か
ら
多
く
の
作
品
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　

読
売
書
法
会
の
役
員
書
家
は
、古
典
を
考
証
し
な
が
ら
新
た
な
可
能
性
を
追
求
し
、絶
え
ず

研
鑽
を
重
ね
て
い
ま
す
。い
ま
な
お
止
む
と
こ
ろ
を
知
ら
な
い
旺
盛
な
創
作
活
動
は
、書
法
会

の
根
幹
を
支
え
る
だ
け
で
な
く
、
現
代
書
道
芸
術
の
発
展
に
多
大
な
影
響
を
与
え
続
け
て
い

ま
す
。

　

国
内
書
壇
の
最
高
峰
を
形
成
す
る
最
高
顧
問
、顧
問
、常
任
総
務
の
作
品
ガ
イ
ド
を
作
成
し

ま
し
た
。作
者
自
身
に
よ
る
制
作
意
図
を
紹
介
し
て
お
り
ま
す
の
で
、ご
鑑
賞
の
際
の
手
引
き

と
し
て
ご
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

令
和
五
年
八
月

読
売
新
聞
社

読
売
書
法
会
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読
売
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聞
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読
売
書
法
会

ご
あ
い
さ
つ

か
な
作
品
・
調
和
体
作
品
を
制
作
す
る
際
に
は
、

か
つ
て
目
に
し
た
富
岳
を
横
切
る
異
質
な
五
層

の
雲
の
色
、
奥
行
き
、
重
量
感
、
動
き
、
夕
日

の
瞬
間
に
輝
く
朱
色
の
空
な
ど
自
然
界
の
妙
を

筆
の
弾
力
に
よ
る
書
線
で
表
現
出
来
な
い
か
と

腐
心
し
て
お
り
ま
す
。



上
：
淡
路
島
山 （
俊
恵
法
師『
新
古
今
和
歌
集
』）

下
：
夢 （
藤
尾
秀
昭『
致
知
』）

最
高
顧
問

上
：
佛
亦
如
是 （『
妙
法
蓮
華
経
』）

下
：
管
子
よ
り （
管
仲『
管
子
』）

最
高
顧
問

右
：
弘
毅 （『
論
語
』）

左
：
詩
経
の一節 （『
詩
経
』）

最
高
顧
問

日
頃
よ
り
淡
路
に
は
縁
を

感
じ
、
大
き
く
発
展
す
る

島
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
ス
ケ

ー
ル
の
大
き
な
作
と
な
る

よ
う
願
い
を
こ
め
た
。

疎
画
の
「
弘
」
は
潤
筆
で

太
く
そ
し
て
柔
和
に
、
繁

画
の
「
毅
」
は
渇
筆
と
強

靭
な
線
で
二
文
字
の
調
和

を
図
っ
た
。

難
し
い
選
文
に
な
っ
た
が
、

我
が
儘
な
人
類
に
仏
の
大
慈

雨
が
注
が
れ
平
和
に
共
生
で

き
る
こ
と
を
願
い
書
い
た
も

の
で
す
。

調
和
体
の
書
の
原
典
は

な
い
が
、
書
き
手
の
心

が
線
と
文
意
に
顕
れ
た

ら
一
番
よ
い
か
と
思
い

書
い
て
お
り
ま
す
。

優
れ
た
人
物
は
ど
こ
に
隠
れ

住
ん
だ
と
し
て
も
必
ず
世
間

の
人
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
る

と
い
う
た
と
え
。
放
射
状
に

伸
び
た
線
が
躍
動
し
つ
つ
全

体
と
し
て
一
体
感
の
あ
る
作

品
を
意
図
し
た
。

調
和
体
は
長
年
俳
句
を

素
材
と
し
て
き
ま
し
た

が
、
本
年
は
小
冊
子
の

一
文
が
目
に
留
ま
り
、

自
然
体
で
と
の
思
い
で

筆
を
運
ん
だ
。



上：穆清 （『史記・太史公自序』）
下：易経・謙卦 （『易経』）

新井　光風顧問

上：夕暮 （慈円『新古今和歌集』）
下：夏の日 （若山牧水）

池田　桂鳳顧問

上：拔本塞源 （王陽明『伝習録』）
下：学書  十ヶ条 （自詠）

杭迫　柏樹顧問

上：楽記より （福永光司『芸術論集-中国文明選14-』）
下：即興 （伊東静雄『伊東静雄詩集』）

樽本　樹邨顧問

倒
れ
か
か
っ
た
力
を

構
成
上
の
主
要
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
変
え
、

特
質
的
安
定
感
に
よ

る
新
鮮
な
響
き
と
命

の
躍
動
を
求
め
た
。

静
と
動
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
ど
う
す
る
か
。

品
の
良
さ
を
失
わ
な
い
こ
と
を
常
に
心
し

て
い
ま
す
。

京
都
嵯
峨
の
竹
林
に
祇
王
寺
の
佇
ま
い
、

し
ず
か
な
れ
ど
心
に
響
く
そ
の
風
情
が
大

好
き
で
す
。

書
体
は
異
な
る
も

常
に
思
う
こ
と
は

線
の
命
と
存
在
感
。

表
現
の
主
眼
は
、

爽
や
か
な
緊
張
感

と
今
の
私
の
命
の

か
た
ち
。

「
信
念
の
書
」
と
「
飄
逸
の
書
」
へ
の

あ
こ
が
れ
は
、
い
ま
だ
に
右
往
左
往
が

続
い
て
い
る
が
、
今
日
は
王
陽
明
の
信

念
に
共
鳴
し
て
。

会
津
八
一
の
「
学
規
」
に

な
ら
っ
て
、
私
の
「
学
書

十
ヶ
条
」
を
…
。

前
回
の
大
字
作
品
と
趣
向
を

変
え
た
作
品
に
し
た
。
力
を

内
に
秘
め
、
爽
や
か
に
書
く

こ
と
を
心
が
け
た
。

難
し
い
詩
で
苦
労
し
た
が
、

最
後
の
一
文
が
う
ま
く
い
っ

た
と
思
う
。
行
間
を
明
る
く

で
き
、
落
ち
着
い
た
作
品
に

な
っ
た
。



右：杉山 （若山牧水）
左：ローレライ（ローレライ<近藤朔風訳>）

土橋　靖子常任総務

上：巖 （胡居仁）
下：無限の樹 （『禅林句集』）

真神　巍堂常任総務

上：徳富蘇峰詩 （徳富蘇峰自書詩箋）
下：老鴬 （自詠）

牛窪　梧十常任総務

縦
の
流
れ
と
横
の
動
き
を

意
識
し
つ
つ
、
お
お
ら
か

に
息
長
く
書
き
た
く
思
い

ま
し
た
。

徳
富
蘇
峰
が
山
中
湖
の
別
荘
で
の

夜
の
富
士
山
を
詠
ん
だ
七
絶
。
萬

古
愁
の
語
を
ふ
ま
え
、
右
上
り
の

金
文
を
試
み
た
。

鎌
倉
大
仏
殿
で
聴
い
た

み
ご
と
な
さ
え
ず
り
。

阿
弥
陀
に
む
か
い
、
こ

の
鴬
は
ド
ヤ
顔
を
し
て

い
る
の
か
、
そ
れ
と
も

放
下
の
顔
な
の
か
。

草
書
を
中
心
に
し
、

気
の
赴
く
ま
ま
に
運

筆
し
て
み
た
。
墨
量

も
多
く
し
線
の
強
さ

と
白
の
美
し
さ
を
出

し
た
か
っ
た
。

仮
名
作
品
を
書
く

つ
も
り
で
散
ら
し

を
交
え
、
各
々
の

文
字
の
造
形
が
乱

れ
な
い
よ
う
丁
寧

に
運
筆
し
た
。

ド
イ
ツ
歌
曲
『
ロ
ー
レ
ラ
イ
』

の
日
本
語
訳
で
す
。「
素
朴
」

と
「
味
わ
い
」
を
表
現
し
た
い

と
念
じ
つ
つ
、
口
ず
さ
む
よ
う

に
書
き
ま
し
た
。

第
39
回
読
売
書
法
展
（
２
０
２
３
年
）　

会
期
・
会
場
・
表
彰
式

〔
四
国
展
〕
10
月
13
日（
金
）～
15
日（
日
）

《
会　

場
》
サ
ン
メ
ッ
セ
香
川

◦
表
彰
式
＝
10
月
15
日（
日
）
Ｊ
Ｒ
ホ
テ
ル
ク
レ
メ
ン
ト
高
松

〔
東
北
展
〕
10
月
25
日（
水
）～
29
日（
日
）

《
第
１
会
場
》
山
形
美
術
館

《
第
２
会
場
》
山
形
県
芸
文
美
術
館

◦
表
彰
式
＝
10
月
25
日（
水
）　

山
形
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

〔
北
海
道
展
〕
11
月
８
日（
水
）～
12
日（
日
）

《
会　

場
》
札
幌
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

◦
表
彰
式
＝
11
月
11
日（
土
）
札
幌
パ
ー
ク
ホ
テ
ル

〔
九
州
展
〕
12
月
８
日（
金
）～
10
日（
日
）

《
会　

場
》
福
岡
国
際
セ
ン
タ
ー

◦
表
彰
式
＝
12
月
10
日（
日
）
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
福
岡

※
今
後
の
諸
事
情
に
よ
り
日
程
の
変
更
や
中
止
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

読
売
書
法
会
公
式
サ
イ
ト
（https://yom

iuri-shohokai.com

）
等
で
最
新
の
情
報
を
確
認
く
だ
さ
い
。
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読
売
新
聞
社　

読
売
書
法
会

本
ガ
イ
ド
の
制
作
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
日
本
文
藝
家
協
会

（
許
諾
番
号
Ｓ
２
０
２
３
０
７
０
３
Ｙ
）
の
許
諾
を
得
て
い
ま
す
。

著
作
権
に
関
し
て
は
手
続
き
を
取
っ
て
お
り
ま
す
が
、

お
気
づ
き
の
点
が
あ
れ
ば
読
売
書
法
会
事
務
局
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

〔
東
京
展
〕

《
第
１
会
場
》
国
立
新
美
術
館

	

８
月
25
日（
金
）～
９
月
３
日（
日
）
※
29
日（
火
）休
館

《
第
２
会
場
》
東
京
都
美
術
館

	

８
月
23
日（
水
）～
29
日（
火
）

◦
表
彰
式
＝
８
月
26
日（
土
）
ザ
・
プ
リ
ン
ス　

パ
ー
ク
タ
ワ
ー
東
京

〔
関
西
展
〕
９
月
６
日（
水
）～
10
日（
日
）

《
第
１
会
場
》
京
都
市
京
セ
ラ
美
術
館

《
第
２
会
場
》
京
都
市
勧
業
館
「
み
や
こ
め
っ
せ
」

◦
表
彰
式
＝
９
月
９
日（
土
）
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
京
都

〔
中
部
展
〕
９
月
12
日（
火
）～
18
日（
月
・
祝
）

《
第
１
会
場
》
愛
知
県
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

《
第
２
会
場
》
愛
知
県
産
業
労
働
セ
ン
タ
ー
「
ウ
イ
ン
ク
あ
い
ち
」

◦
表
彰
式
＝
９
月
17
日（
日
）
ヒ
ル
ト
ン
名
古
屋

〔
中
国
展
〕
９
月
22
日（
金
）～
24
日（
日
）

《
会　

場
》
広
島
県
立
ふ
く
や
ま
産
業
交
流
館
「
ビ
ッ
グ
・
ロ
ー
ズ
」

◦
表
彰
式
＝
９
月
23
日（
土
・
祝
）
福
山
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル


